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1
月
1
2
日
出
初
式
　
火
の
用
心
～
日
の
出
こ
ど
も
園
の
園
児
た
ち
～

1
月
1
2
日
出
初
式
　
火
の
用
心
～
日
の
出
こ
ど
も
園
の
園
児
た
ち
～
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
議
会
活
動
に
対
し
、
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
、
潮
来
市
は
市
制
施
行
25
周

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を

迎
え
ま
し
た
。
平
成
13

年
4
月
に
潮
来
町
と
牛

堀
町
が
合
併
し
潮
来

市
が
誕
生
し
、
新
た
な

歴
史
を
刻
み
始
め
て
四

半
世
紀
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
、
先
人
の
方
々
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
と

市
民
の
皆
様
の
郷
土
を

愛
す
る
心
の
お
か
げ
で

あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整
備
に
向

け
て
、
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
年
で

も
あ
り
ま
す
。
本
年
4
月
、
長
年
に

わ
た
り
地
域
の
教
育
を
支
え
て
き
た

津
知
小
学
校
が
潮
来
小
学
校
と
、
ま

た
牛
堀
中
学
校
が
潮
来
第
一
中
学
校

と
統
合
し
ま
す
。
変
化
の
時
で
は
あ

り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希

望
を
も
っ
て
健
や
か
に
成
長
で
き
る

環
境
づ
く
り
は
、
私
た
ち
議
会
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。
統

合
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
議
会
と
し

て
も
最
大
限
の
支
援
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の
工
事

進
展
な
ど
、
本
市
の
潜
在
的
な
発
展

要
因
が
形
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様

の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
活
力
と

魅
力
あ
る
「
住
み
た
い
ま
ち
潮
来
」

の
実
現
に
向
け
、
執
行
機
関
と
連
携

し
つ
つ
、
積
極
的
に
議
論
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
は
、
十
二
支
で
い

う
「
午
」
年
で
あ
り
ま
す
。
午
は
、

活
発
に
駆
け
回
る
姿
か
ら
、
飛
躍

や
発
展
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

潮
来
市
に
と
り
ま
し
て
も
、
ま
さ
に

「
飛
躍
の
年
」
と
な
る
よ
う
、
そ
し

て
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
幸
多
き

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

市
議
会
議
長
　
新
年
の
あ
い
さ
つ

市
議
会
議
長
　
新
年
の
あ
い
さ
つ

潮来市議会議長潮来市議会議長
小　峰　　　進小　峰　　　進

市議会はみなさんのパートナー
私たち議員は、市民の代表として、みなさんが住みやすいまちにするために
より良い政策を市が行えるよう主に以下のような活動をしています。

聴く・伝える聴く・伝える
皆さんの声に耳を傾け、ま
ちづくりに関する情報や議
論の経緯を伝えます

チェックチェック
本議会や委員会にて、市が
提出する提案等を審査します

提　案提　案
みなさんの声を市政に反映
できるように提案します
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令和7年第４回１2月定例会

令和7年第２回１１月臨時会

その他　１件

「潮来市名誉市民　故　海老沢勝二氏　お別れの式（市葬）」について 原案可決

条例改正　６件

潮来市職員の旅費に関する条例等の一部改正について 原案可決

潮来市手数料徴収条例の一部改正について 原案可決

潮来市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例等の一部改正について 原案可決

水郷潮来バスターミナル駐車場設置及び管理に関する条例の一部改正について 原案可決

潮来市立学校設置条例の一部改正について 原案可決

潮来市立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部改正について 原案可決

補正予算　２件

令和７年度潮来市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

令和７年度潮来市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

報告　１件

潮来市健全化判断比率の修正の報告について 報告

その他　２件

公の施設の指定管理者の指定について（道の駅いたこ） 原案可決

工事請負契約の変更について（潮来小学校体育館改修工事）　※追加議案 原案可決

請願　１件

脳脊髄液減少（漏出）症医療改善を求める意見書を国及び茨城県に提出するこ
とを求める請願書 採択

議員発議　１件

脳脊髄液減少（漏出）症医療改善に関する意見書の提出について 原案可決

会　　期：１１月１0日（１日間）
審議議案：１件（市長提出議案：１件）

会　　　期：１2月２日～１9日（１8日間）
審議議案等：１3件
（市長提出議案等：１0件、追加議案１件、請願：１件、議員発議：１件）

審議議案と議決結果

一
般
質
問

委
員
会
審
査

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

審
議
議
案
と
議
決
結
果

市
議
会
議
長 

新
年
の
あ
い
さ
つ
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駐車場の利用料金の支払い方法を増やすための条例改正です。
これまでは限られた方法でしか支払えませんでしたが、決済
機器を新しい通信方式（4G回線）に対応させる改修を行い、
指定した事業者に料金の収納を委託できるようにします。こ
れにより、クレジットカード決済、コード決済、電子マネー
決済など、さまざまなキャッシュレス決済が利用できるよう
になり、利用される方の利便性向上が期待されます。

水郷潮来バスターミナル駐車場設置及び管理に関する条例の一部改正について

歳入
■塵芥処理手数料　525万4千円
行方市のごみ処理施設改良工事に伴い、同市から可燃ごみの受け入
れを行います。その処理に係る手数料として、計上するものです。

歳出
■補助金　水郷潮来花火大会　180万円
協賛金や桟敷席等の売上のみでは、花火3,000発の打ち上げ費用を
賄うことができず、加えて警備関係経費等が増加していることか
ら、その不足分を補填するため、水郷潮来花火大会実行委員会への
補助金を増額するものです。
■学校給食費　賄材料費　1345万5千円
学校給食に使用する食材の価格高騰に対応するため、学校給食費（賄材料費）を追加計上す
るものです。物価上昇の影響を受けながらも、子どもたちに必要な栄養を確保し、安心して
質の高い給食を継続的かつ安定的に提供することを目的としています。

令和７年度潮来市一般会計補正予算（第３号）

議員発議で提出された意見書が可決されたことを受け、潮来市議会とし
て国や県の関係機関に意見書を提出したものです。
「脳脊髄液減少(漏出)症医療改善に関する意見書」は、令和7年12月19
日付で、内閣総理大臣、厚生労働大臣、文部科学大臣、衆議院議長、参
議院議長、茨城県知事、茨城県保健医療部長へ提出しました。詳細につ
きましてはQRコードから潮来市議会ホームページをご覧ください。

脳脊髄液減少(漏出)症医療改善に関する意見書

気になる議案をチェック議案ピックアップ
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数字の横に「 」が付いていないものは、
紙面の都合上掲載できませんでした。
6ページから18ページにありますＱＲコー
ド（議員氏名隣）を読み取ると、映像で視
聴いただけますので、ぜひご覧ください。

一般通告質問とは、議員が市長などの執行機関に対して、事務事業の執行状況や将来に対する方針などに質問をした
り、報告や説明を求めることです。

一般通告質問

	 飯島　康弘 議員　P.17　
	1　給食センターについて
	2　水辺の環境保全について
	3　潮来市のまちづくり地域おこしについて
	4　潮来駅周辺の電線嵩上げについて

	 吉川　利一 議員　P.16　
	1　�学校統廃合および潮来市立中学校の選定等に
ついて

	 2　なめがた地域医療について
	 3　公共交通について
	 4　高齢者の入居まちについて

	 田崎　清 議員　P.15　
	1　�潮来保健所移転について、津知小への移転の経

緯について
	 2　入札について
	 3　津知小学校について
	 4　�移転予定の件潮来保健所　津知小移転経緯に

ついて

	 阿部　慶介 議員　P.14　
	1　日の出5丁目交差点の危険な状態改善は？
	2　防災訓練の大切さを市民の皆様に！について
	3　ふるさと納税の売上倍増して税収をふやす！
	4　買物弱者に支援を！移動スーパーは絶対必要！

	 黒須　俊行 議員　P.13　
	1　コミュニティバスの実証運行について
	2　高齢者タクシー利用料金助成事業について
	3　イノシシ対策について

	 小沼　英明 議員　P.9　
	1　ティラノレースについて
	2　中学校一校化について	
3　今後の公共交通について

	 和田　直子 議員　P.8　
	1　�学校統合を“学びの質の改革”につなげる教育
ビジョンについて

	2　�ＤＸ活用と、市民サービス向上・働き方改善
について

	 石田　裕二 議員　P.7　
	1　�スマイルスポーツパーク（前川運動公園）の
活用を！

	2　花火大会について
	3　10月広報「いたこ」について

	 佐々木　徹 議員　P.6　
	1　学校統合後の跡地利用について	
2　統合後の跡地利用について	
3　�レガッタで使用していた駐車場が太陽光にな
る？

	 鴇田　正信　P.11　
	1　潮来市が委託されている道路の管理について
	2　潮来市潮来（浅間下）の市道について
	3　市道（牛）4201号線道路拡幅整備について
	4　能登半島地震の検証について

	 志村　一 議員　P.10　

	1　�コミュニティバスと市内移動１，０００円タク

シー共存型の提案

	 平田　健三　議員　P.18
	1　粗大ごみ削減と再利用の推進を！
	2　農作物被害と補助事業の対策を急げ！
	3　財源確保のため「あやめ基金」を提案！
	4　「ふるさと住民登録制度」の取り組み推進を！

	 兼平　直紀 議員　P.12　
	1　�救急隊は到着後から救命活動している
	 　　救急搬送・救命活動の現状について
	2　潮来市水道事業の広域連携について

委
員
会
審
査

一
般
質
問

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

審
議
議
案
と
議
決
結
果

市
議
会
議
長 

新
年
の
あ
い
さ
つ
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よ
う
な
観
点
か
ら
も
津

知
小
学
校
の
跡
地
は
潮

来
保
健
所
で
は
な
く
中

学
校
の
一
校
化
の
用

地
、
そ
し
て
給
食
セ
ン
タ
ー
等
の
用

地
と
し
て
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
だ
と
思

う
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
学
校
統
合
に
関
し
て
は
、
学
校
統

合
化
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

現
在
の
第
７
次
総
合
計
画
の
後
期
基

本
計
画
、
こ
ち
ら
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
計
画
に
基
づ
い
て
こ
の
後
も
進
め

て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
詳
細
な
部

分
に
つ
い
て
は
、
個
別
計
画
で
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

問　
東
関
道
の
開
通
が
間
近
、
そ
し

て
国
道
５１
号
バ
イ
パ
ス
が
牛
堀
の
上

戸
ま
で
早
期
に
延
伸
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
今
後
の
広
域
的
な
つ

な
が
り
、
広
域
合
併
を
考
え
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
、
潮
来
市
は
非
常
に
コ

ン
パ
ク
ト
な
市
で
あ
り
、
そ
の
特
性

を
生
か
し
主
要
な
施
設
を
集
約
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
。
そ
の
よ
う
に
し

て
さ
ら
に
潮
来
市
の
価
値
を
高
め
て

い
く
。
中
学
校
の
一
校
化
校
地
に
関

し
て
も
市
の
中
心
で
あ
れ
ば
半
径
６

キ
ロ
程
度
。
通
学
一
つ
と
っ
て
も
こ

の
幹
線
道
路
を
活
用
し
て
効
率
よ
く

通
学
バ
ス
の
運
行
が
で
き
る
。
学
校

施
設
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
市
役

所
、
消
防
署
の
移
転
ま
で
こ
の
交
通

網
の
中
心
に
な
り
う
る
所
に
計
画
し

コ
ン
パ
ク
ト
に
集
約
。
そ
れ
に
よ
り

交
通
弱
者
の
方
に
対
し
て
も
き
め
細

や
か
な
配
慮
を
し
て
い
く
こ
と
が
効

率
的
に
可
能
で
あ
る
。
や
は
り
こ
の

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　佐
さ
々
さ
木
き
　徹
とおる

学
校
統
合
後
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て

「津知小を中心とした潮来市の地図」「津知小を中心とした潮来市の地図」



令和８年令和８年11月　潮来市議会だより 20月　潮来市議会だより 2011 号 号77

問　
市
財
政
が
厳
し
い
中
で
整
備
さ

れ
た
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
、
市
外
の

競
技
者
を
招
く
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
。
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
グ
ラ
ン

ド
が
足
り
な
い
か
ら
新
た
に
整
備
し

た
と
の
事
。
計
画
性
あ
る
事
業
の
実

施
、
さ
ら
に
、
そ
の
事
業
に
対
す
る

経
済
効
果
を
数
値
化
す
る
べ
き
で
あ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
整
備

費
用
と
経
済
効
果
を
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
２
面
の
人
工
芝
グ
ラ
ン
ド
の
整
備

費
は
８
億
５
千
万
円
。
内
３
億
４
千

万
円
ほ
ど
が
国
等
の
交
付
金
、
助
成

金
。
維
持
管
理
費
は
、
昨
年
ま
で
年

間
平
均
で
６
６
０
万
円
程
度
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
経
済
効
果
は
、
昨
年
度
、
宿
泊
を

伴
う
大
会
と
合
宿
で
約
８
，８
０
０

人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
見
込
み
一
人

当
た
り
１
万
円
と
し
、
約
８
，８
０

０
万
円
と
な
る
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
計
画
に
つ
い
て
は
ご
指
摘
を
受
け

た
部
分
で
の
詳
細
な
も
の
は
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
必
要

な
様
々
な
計
画
に
つ
い
て
は
、
総
合

的
な
判
断
の
も
と
で
計
画
し
て
い
く
。

問　
夜
空
を
彩
る
花
火
大
会
、
今
年

は
水
郷
潮
来
花
火
大
会
と
鹿
嶋
市
花

火
大
会
が
２
週
連
続
で
催
さ
れ
た
。

開
催
状
況
と
鹿
嶋
市
花
火
大
会
と
の

連
携
を
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　

今
年
は
３
，０
０
０
発
、
入
込
客

は
６
万
人
か
ら
６
万
５
千
人
程
度
を

見
込
ん
で
い
た
。
鹿
嶋
市
花
火
大
会

は
潮
来
市
側
堤
防
沿
い
に
実
証
実
験

と
し
て
有
料
観
覧
席
及
び
有
料
駐
車

場
増
設
の
要
請
が
あ
っ
た
。

再
問　

合
併
記
念
と
し
て
の
水
郷
花

火
。
一
方
、
本
市
か
ら
も
壮
観
に
見
え

る
鹿
嶋
市
の
花
火
。
来
年
は
鹿
島
神

宮
「
御
船
祭
」
が
本
市
民
も
協
力
し

て
開
催
さ
れ
る
。
地
域
連
携
か
ら
本

市
が
積
極
的
に
観
覧
席
販
売
や
賑
わ

い
づ
く
り
に
協
力
し
て
は
ど
う
か
？

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
水
郷
潮
来
花
火
大
会
と
ど
の
よ
う

に
兼
ね
合
わ
せ
て
い
く
か
協
議
し
て

い
き
た
い
。

問　
財
政
決
算
の
同
内
容
が
２
回
掲

載
さ
れ
た
。
そ
の
意
図
と
監
査
意
見

書
を
載
せ
な
か
っ
た
理
由
を
伺
う
。

ま
た
全
国
に
赤
字
の
市
町
村
は
あ
る

の
か
問
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
全
国
に
赤
字
の
市
町
村
は
な
い
。

昨
年
、
市
議
会
か
ら
財
政
を
危
惧
す

る
意
見
か
ら
財
政
状
況
を
知
ら
せ
る

判
断
を
し
た
。
監
査
意
見
書
は
紙
面

の
都
合
等
に
よ
り
掲
載
し
て
い
な
い
。

再
問　

土
浦
市
は
、「
長
期
財
政
計

画
」
と
し
て
広
報
に
掲
載
。
潮
来
よ

り
財
政
的
数
値
は
良
い
が
、
現
在

の
事
業
ベ
ー
ス
で
は
基
金
が
枯
渇
。

そ
の
た
め
の
対
策
と
市
民
の
理
解
を

う
っ
た
え
て
い
る
。
日
本
一
の
「
ブ

ラ
ン
ド
力
」
函
館
市
。
財
政
的
数
値

を
類
似
す
る
。
や
は
り
歳
入
不
足
に

陥
る
試
算
を
報
道
。
鹿
嶋
市
も
人
口

減
に
備
え
た
行
財
政
運
営
を
市
民
に

う
っ
た
え
て
い
る
。
潮
来
は
黒
字
で

健
全
だ
。
黒
字
で
大
丈
夫
だ
。
と
の

広
報
。
見
解
を
問
う
。

※�

土
浦
市
、
函
館
市
、
神
栖
市
、
類
似

市
町
村
の
広
報
等
を
資
料
と
す
る
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
議
員
提
示
の
資
料
等
を
参
考
に
適

切
な
情
報
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

再
問　
予
算
は
、
税
の
使
い
方
の
た

め
市
長
か
ら
の
説
明
を
求
め
ら
れ

る
。
一
方
、
決
算
は
、
税
を
使
っ
た

１０
月
広
報
「
い
た
こ
」

に
つ
い
て

ス
マ
イ
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
（
前
川
運
動
公
園
）
の

活
用
を
！

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　石
いし
田
た
　裕
ゆう
二
じ

花
火
大
会
に
つ
い
て

結
果
の
た
め
、
第
三
者
で
あ
る
監
査

委
員
が
法
律
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。

使
っ
た
側
が
広
報
で
「
黒
字
で
す
。

健
全
で
す
。」
で
は
な
く
。
広
報
の

あ
り
方
は
、
市
民
に
委
ね
る
客
観
性

の
あ
る
広
報
を
願
う
。

　
そ
こ
で
、
水
道
事
業
決
算
報
告
。

市
が
出
資
し
た
約
１８
億
円
で
あ
る
。

多
く
の
市
民
が
困
っ
て
い
る
物
価
高

対
策
費
に
充
て
る
こ
と
を
提
案
す

る
。
水
道
事
業
は
県
事
業
と
の
連
携

に
移
行
す
る
。
そ
こ
に
１８
億
円
も
の

手
持
ち
資
金
は
い
ら
な
い
。
市
長
も

潮
来
に
戻
っ
た
と
き
に
水
道
料
金
が

高
い
こ
と
に
驚
い
た
と
の
こ
と
。
国

の
物
価
高
対
策
に
加
え
、
出
資
金
１８

億
円
を
繰
り
入
れ
て
、
潮
来
市
独
自

の
水
道
料
金
引
き
下
げ
を
問
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
客
観
性
を
持
っ
て
、

市
民
が
主
人
公
と
な
る

ま
ち
づ
く
り
に
心
が
け

る
。
水
道
事
業
の
提
案

は
総
合
的
に
判
断
す
る
。

一
般
質
問

審
議
議
案
と
議
決
結
果

市
議
会
議
長 

新
年
の
あ
い
さ
つ

委
員
会
審
査

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務
効

率
化
と
し
て
、
①
庁
内

の
情
報
共
有
を
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ッ
ト
で
行
い
対

応
を
迅
速
化
、
②
Ａ
Ｉ-

Ｏ
Ｃ
Ｒ
や

Ｒ
Ｐ
Ａ
、
Ａ
Ｉ
電
話
で
事
務
作
業
や

問
い
合
わ
せ
対
応
を
省
力
化
、
③
生

成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
文
書
作
成
支
援
、
④

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
手
続
の
拡
充
を
進

め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
職
員
の

負
担
軽
減
と
市
民
の
来
庁
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。

問　

Ａ
Ｉ
の
活
用
範
囲
を
、
今
後
さ

ら
に
広
げ
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
定
型
文
書
や
説
明
資
料
の
作
成
な

ど
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
得
意
分
野
に
つ
い

て
、
通
知
文
や
挨
拶
文
、
広
報
記
事

の
素
案
、
調
査
報
告
や
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
要
約
な
ど
で
、
今
後
も
活
用

を
広
げ
て
い
く
。

上
さ
せ
る
た
め
、
市
と
し
て
人
材
確

保
や
指
導
力
向
上
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
Ｔ
Ｔ
（
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

…
複
数
の
教
員
が
協
力
し
て
授
業
を
行

う
指
導
方
法
）
配
置
の
継
続
に
加
え
、

文
部
科
学
省
や
大
学
の
専
門
家
を
招
い

た
独
自
研
修
を
行
い
、
教
員
数
だ
け
で

な
く
指
導
の
質
の
向
上
を
重
視
し
て
い

る
。
今
後
も
研
修
を
継
続
し
、
教
員
の

教
育
力
向
上
を
通
じ
て
質
の
高
い
教
育

を
目
指
し
て
い
く
。

問　
通
学
負
担
や
家
庭
の
負
担
増
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る

予
定
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
学
校
統
合
に
よ
り
学
区
が
広
が
り

通
学
時
間
は
増
え
る
が
、
遠
方
の
生

徒
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
で
安

全
性
と
利
便
性
を
確
保
す
る
。
市

は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
月
額
利
用
料
金
を

三
千
円
か
ら
千
円
に
引
き
下
げ
た

り
、
学
校
統
合
時
に
体
操
服
支
給
を

行
な
っ
た
り
す
る
等
、
家
庭
の
負
担

軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
学
区
拡
大
に
よ
り
放
課
後
の
居

場
所
や
活
動
が
さ
ら
に
難
し
く
な
る

中
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
居
場
所

の
確
保
や
支
援
を
行
う
の
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
令
和
８
年
度
の
牛
堀
中
学
校
と
潮

来
第
一
中
学
校
の
統
合
後
に
お
け
る

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
状
況
を
踏
ま

え
、
放
課
後
の
居
場
所
を
兼
ね
た
待

合
ス
ペ
ー
ス
の
必
要
性
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
す
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に

は
図
書
室
の
活
用
等
も
含
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
や
生
徒
会
な
ど
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
の
声
を
直
接
聞
き
な
が
ら

判
断
し
て
い
く
。

　
潮
来
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
て
新
し
い
価
値
を
生
み

出
し
、
行
政
の
あ
り
方
を
変
革
す
る

こ
と
で
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
を
目
指
す
計
画

で
あ
る
。

　
今
年
度
が
計
画
期
間
の
最
終
年
度

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う
。

問　
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
り
、
職
員
と
市

民
双
方
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
業

務
効
率
化
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
少
子
化
を
背
景
に
小
中
学
校
の
統

合
が
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
少
子
化
の
傾
向
が
続
け
ば
、
児

童
生
徒
数
の
増
加
と
い
う
統
合
の
効

果
は
一
時
的
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が

あ
る
。
学
校
統
合
は
単
な
る
学
校
数

の
削
減
で
は
な
く
、
学
び
の
質
を
高

め
る
機
会
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

問　

第
２
期
学
校
適
性
化
計
画
に

沿
っ
て
、
小
・
中
学
校
の
統
合
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
潮
来
市
と
し
て
改

め
て
学
校
統
合
の
目
的
を
伺
う
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
学
校
統
合
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
多
様
な
考
え
に
触
れ
、
協
力
し
つ

つ
学
ぶ
こ
と
で
、
思
考
力
や
社
会
性

な
ど
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、
教
職
員
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
配
置
す
る
た
め
に
も
、
一
定
の
学

校
規
模
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
計
画
に
基
づ
き
学
習
環

境
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問　

単
に
統
合
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
学
力
と
教
育
環
境
を
維
持
・
向

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　和
わ だ
田　直

なお
子
こ

学
校
統
合
を 

＂学
び
の

質
の
改
革
＂
に
つ
な
げ
る

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

Ｄ
Ｘ
活
用
と
、市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
・
働
き

方
改
善
に
つ
い
て
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一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　小
お
沼
ぬま
　英
ひであき
明

答　
吉
川
教
育
部
長

　
令
和
10
年
度
の
牛
堀
中
学
校
の
生

徒
数
推
計
値
は
77
名
。
各
学
年
で
1

学
級
、
速
や
か
に
統
合
す
る
必
要
が

あ
る
。

問　
津
知
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
保
健

所
移
転
の
た
め
に
譲
渡
し
た
こ
と
が

市
の
中
心
で
あ
る
潮
来
一
中
が
候
補

地
で
な
く
な
っ
た
要
因
な
の
か
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
保
健
所
移
転
と
の
関
係
性
に
つ
い

て
第
2
期
学
校
適
正
化
計
画
は
保
健

所
移
転
に
関
す
る
地
元
説
明
会
の
前

ま
で
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
済
で
計
画
の
骨
格
は
出
来
て
お

り
、
統
合
中
学
校
候
補

地
と
の
関
連
性
、
保
健

所
と
の
関
連
性
、
こ
の

要
因
は
な
い
。

策
定
さ
れ
た
。
教
員
に
つ
い
て
も
専

科
の
教
員
が
複
数
配
置
さ
れ
る
な
ど

児
童
生
徒
だ
け
で
な
く
教
職
員
も
プ

ラ
ス
要
素
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和

11
年
4
月
の
中
学
校
一
校
化
が
決
定

さ
れ
た
。

問　
令
和
2
年
3
月
の
学
校
適
正
化

計
画
の
中
に
統
合
中
学
校
は
市
内
中

央
部
が
適
正
で
あ
る
と
あ
る
が
議
論

は
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
牛
堀
中
学
校
の
関
係
者
か
ら
校
地

が
二
中
に
な
っ
て
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
乗
車
が
1０
分
程
度
増
え
る
だ
け
で

安
全
安
心
に
通
学
で
き
る
と
い
う
意

見
が
あ
っ
た
。

　
令
和
2
年
の
適
正
化
計
画
は
新
設

の
統
合
中
学
校
建
設
、
第
2
期
学
校

適
正
化
計
画
で
は
既
存
中
学
校
施
設

を
利
活
用
し
た
計
画
と
内
容
も
異
な

り
１
期
計
画
の
一
番
の
候
補
地
で

あ
っ
た
か
検
証
を
し
て
い
な
い
。

問　
牛
堀
地
区
の
生
徒
、
保
護
者
の

こ
と
を
考
え
る
と
令
和
8
年
度
一
次

統
合
は
必
要
な
の
か
？
令
和
11
年
に

他
校
と
一
緒
に
統
合
し
た
方
が
良
い

の
で
な
い
か
？

問　
11
月
１6
日
に
ヘ
ル
ス
ラ
ン
ド
さ

く
ら
に
お
い
て
行
わ
れ
た
テ
ィ
ラ
ノ

サ
ウ
ル
ス
レ
ー
ス
の
主
催
は
？
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
少
な
く
残
念
だ
っ
た
が
そ

の
要
因
は
？

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
ヘ
ル
ス
ラ
ン
ド
さ
く
ら
の
指
定
管

理
者
の
株
式
会
社
ビ
ー
ト
に
よ
る
自

主
事
業
。
市
内
外
の
施
設
に
チ
ラ
シ

を
置
い
て
も
ら
い
自
社
の
Ｈ
Ｐ
で
も

周
知
を
し
た
。
し
か
し
清
掃
大
作
戦

と
重
な
っ
た
こ
と
や
Ｐ
Ｒ
不
足
、
参

加
要
件
を
着
ぐ
る
み
持
参
と
し
た
こ

と
も
あ
り
参
加
者
は
期
待
し
た
ほ
ど

集
ま
ら
な
か
っ
た
。

問　
今
後
ま
た
予
定
さ
れ
る
レ
ー
ス

な
の
か
？

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
株
式
会
社
ビ
ー
ト
は
今
回
の
事
業

の
反
省
点
を
踏
ま
え
次
年
度
も
続
け

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。市

と
し
て
も
ヘ
ル
ス
ラ
ン
ド
さ
く
ら
の

利
用
者
の
増
加
や
市
民
の
健
康
と
体

力
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
よ
う
企
画
の

段
階
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
た
い
。

問　
令
和
11
年
に
統
合
だ
と
生
徒
数

は
５
２
６
名
、
令
和
１５
年
で
あ
れ
ば

４
０
５
名
に
な
る
。
教
室
を
増
や
す

こ
と
も
な
く
ゆ
と
り
を
も
っ
て
統
合

で
き
る
と
思
う
が
何
故
令
和
11
年
な

の
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
予
想
以
上
に
児
童
生
徒
が
減
少
す

る
傾
向
に
あ
り
、
よ
り
よ
い
教
育
環

境
の
確
保
の
た
め
に
で
き
る
限
り
早

期
に
統
合
を
目
指
す
べ
き
と
計
画
が

テ
ィ
ラ
ノ
レ
ー
ス
に
つ
い
て

中
学
校
一
校
化
に
つ
い
て

ティラノレースの様子

一
般
質
問

審
議
議
案
と
議
決
結
果

市
議
会
議
長 

新
年
の
あ
い
さ
つ

委
員
会
審
査

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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問　

１
，０
０
０
円
タ

ク
シ
ー
事
業
を
市
長

直
轄
（
市
長
の
考
え
・

判
断
で
運
行
）
と
し
て

は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
施
策
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
道
路
運
送
法

及
び
地
域
公
共
交
通
活
性
化
改
正
法

に
基
づ
き
設
置
を
さ
れ
た
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
交
通
事
業

者
や
住
民
代
表
、
国
や
県
、
有
識
者

な
ど
の
多
様
な
関
係
者
で
構
成
す
る

組
織
と
、
そ
こ
で
の
協
議
に
基
づ
き

進
め
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
協

議
会
で
の
多
様
な
視
点
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
施
策
に
反
映
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
市
長
直
轄
で
の
判

断
、
運
行
は
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
考
え

る
が
、
引
き
続
き
市
民
に
と
っ
て
よ
り

よ
い
公
共
交
通
を
目
指
し
推
進
し
て

い
く
。

テ
ィ
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
の

利
用
状
況
等
の
検
証
を
し
な
が
ら
、

潮
来
市
に
と
っ
て
持
続
可
能
で
最
適

な
公
共
交
通
の
在
り
方
を
研
究
し
て

い
き
た
い
。

再
問　
潮
来
市
内
ど
こ
で
も
移
動
で

き
る
１
，０
０
０
円
タ
ク
シ
ー
の
こ
の

１
，０
０
０
円
と
い
う
利
用
料
金
設
定

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
？

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
今
後
、
議
員
の
提
案
に
つ
い
て
は
、

事
例
な
ど
を
検
証
し
て
い
く
段
階
で

あ
る
の
で
、
現
時
点
で
こ
の
ご
提
案
に

つ
い
て
の
言
及
は
控
え
た
い
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
１
，０
０

０
円
タ
ク
シ
ー
共
存
型
に
す
る
た
め

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
良
さ
を
引

き
出
し
、
そ
れ
を
生
か
す
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　

ま
ず
は
、
現
在
実
証
運
行
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
並
行
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
タ
ク
シ
ー
助
成
事

業
そ
れ
ぞ
れ
の
実
績
や
特
性
を
踏
ま

え
、
市
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
公

共
交
通
に
つ
い
て
引
き
続
き
研
究
し
て

い
く
。

再
問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
よ
さ
、

魅
力
を
さ
ら
に
引
き
出
す
た
め
に
利

用
料
金
を
３
０
０
円
か
ら
２
０
０
円

に
下
げ
て
は
？

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　

前
回
は
無
償
で
、
今
回
は
３
０
０

円
と
い
う
こ
と
で
有
償
で
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
前
回
の
運
賃
限
度

額
の
調
査
結
果
で
は
、
１
０
０
円
払
っ

て
も
良
い
25
％
、
２
０
０
円
払
っ
て
も

良
い
23.4
％
、
３
０
０
円
以
上
払
っ
て
も

良
い
45
％
の
方
が
回
答
さ
れ
て
い
る
の

で
、
３
０
０
円
の
根
拠
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
背
景
か
ら
３
０
０

円
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

 

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
１
，０
０

０
円
タ
ク
シ
ー
共
存
型
実
証
運
行
を

提
案
す
る
が
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　

議
員
、
提
案
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
の
実
証
運
行
の
結
果
を
基
に
、
ま

ず
は
、
新
た
な
形
で
始
ま
っ
た
本
年

度
に
お
け
る
実
証
運
行
の
中
で
検
証

を
進
め
、
加
え
て
今
年
度
見
直
し
を

行
っ
た
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助

成
事
業
利
用
者
の
ご
意
見
や
実
績
な

ど
を
基
に
効
果
検
証
を
行
っ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

―
公
共
交
通
空
白
地
域
に
於
い
て
、

移
動
交
通
手
段
で
困
っ
て
い
る
高
齢
者

の
方
々
を
少
し
で
も
減
ら
し
た
い
―

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
だ
け
で
は
、

公
共
交
通
空
白
地
域
を
な
く
す
事
は

不
可
能
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

を
補
う
１
，０
０
０
円
タ
ク
シ
ー
を
導

入
し
て
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　

議
員
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
他
市

類
似
自
治
体
な
ど
先
進
事
例
を
参
考

に
し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。
今
後

も
、
地
域
ご
と
の
特
性
や
コ
ミ
ュ
ニ

１　移動交通手段で困っている方々をより少なく
する

２　利用者は運転免許を有しない高齢者の方々が
ほとんどである

３　利用料金を安くしなければ利用が難しい
４　コミュニティバスの運行範囲には限界がある
５　潮来市の面積からすると1,000円タクシーが
妥当と考える

コミュニティバスと1,000円タクシー
共存型を提案する理由

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　志
し
 村
むら
  　一

はじめ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と

市
内
移
動
１
，０
０
０
円

タ
ク
シ
ー
共
存
型
の
提
案
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ら
全
国
知
事
会
を
通
し
て
茨
城
県
へ

の
人
的
派
遣
の
要
請
が
あ
っ
た
。
潮

来
市
か
ら
第
１
陣
、
第
2
陣
、
第

3
陣
、
第
4
陣
と
計
7
名
を
派
遣
し

た
。
災
害
が
発
生
し
た
際
の
職
員
の

初
動
体
制
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
再

確
認
で
き
た
。
派
遣
に
従
事
し
た
職

員
の
報
告
に
よ
れ
ば
行
政
主
導
に
よ

る
も
の
で
は
な
く
市
民
が
自
主
的
に

活
動
し
て
い
く
こ
と
が
派
遣
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
教
訓
で
今
後
に
活
か
せ

る
よ
う
に
し
て
参
り
た
い
。
災
害
発

生
時
に
お
け
る
情
報
の
収
集
・
伝

達
・
避
難
や
応
急
活
動
を
確
実
に
行

う
為
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
高
揚

に
努
め
て
い
る
。

問　
西
町
稲
荷
山
下
信
号
機
か
ら
あ

や
め
園
入
り
口
信
号
機
ま
で
の
県
道

潮
来
・
佐
原
線
の
道
路
（
片
側
）
の

り
面
が
木
や
篠
竹
で
覆
わ
れ
て
住
宅

な
ど
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。
浅
間

下
土
地
改
良
理
事
長
に
よ
る
と
、
こ

の
道
路
の
り
面
と
排
水
路
は
土
地
改

良
の
土
地
で
な
い
為
、
管
理
は
し
て

い
な
い
。
国
交
省
の
土
地
で
平
成
１８

年
に
国
交
省
か
ら
潮
来
市
（
都
市
建

設
課
）
に
管
理
を
委
託
し
た
と
言
う

説
明
で
あ
っ
た
。
今
迄
ど
の
様
に
管

理
し
た
の
か
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
県
道
潮
来
・
佐
原
線
に
並
行
し
た

排
水
路
に
つ
い
て
は
、
以
前
は
国
有

地
で
あ
っ
た
が
、
国
有
財
産
譲
与
に

よ
り
平
成
１７
年
度
か
ら
潮
来
市
が
管

理
を
行
っ
て
い
る
。
県
道
の
歩
行
者

の
通
行
や
排
水
に
支
障
が
な
い
様
に

管
理
を
し
て
き
た
。
ご
指
摘
の
隣
接

住
宅
に
対
し
て
も
、ご
迷
惑
と
な
ら
な

い
様
に
草
刈
り
等
を
実
施
し
、
今
後

も
適
切
に
管
理
し
て
い
く
。

問　
西
町
「
浅
間
下
」
の
住
宅
地
の

市
道
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
道
路

の
地
盤
沈
下
で
下
水
マ
ン
ホ
ー
ル
と

の
段
差
が
あ
り
、
応
急
処
置
を
し
て

そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
様
に
段
差

の
あ
る
道
路
で
は
歩
行
や
自
転
車
の

通
行
が
危
険
で
あ
る
。
こ
の
市
道
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　

幹
線
道
路
と
な
る
旧
大
黒
天
前

か
ら
横
須
賀
地
区
へ
通
じ
る
市
道

（
潮
）
2
級
24
号
線
を
令
和
5
年
か

ら
道
路
修
繕
工
事
を
実
施
す
る
な

ど
、
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ご
指
摘
の
マ
ン
ホ
ー
ル
と
の
段

差
に
つ
い
て
、
通
行
に
支
障
が
な
い

よ
う
、
速
や
か
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
こ
の
道
路
に
つ
い
て
は
住
民
の

方
か
ら
2
回
の
陳
情
書
を
提
出
し
て

い
る
。
こ
の
道
路
の
拡
幅
は
利
用
す

る
住
民
の
願
い
で
も
あ
る
。
そ
の
後

の
経
過
と
計
画
を
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
平
成
27
度
と
令
和
6
年
度
に
当
時

の
区
長
、
う
し
ぼ
り
園
園
長
、
観
音

寺
住
職
、
そ
の
他
地
域
住
民
の
方
々

よ
り
、
国
道
５１
号
か
ら
観
音
寺
ま
で

の
区
間
の
道
路
拡
幅
の
要
望
書
を
頂

い
て
い
る
。
本
路
線
の
拡
幅
等
に
つ

い
て
は
、
令
和
6
年
第
１
回
一
般
通

告
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
当
路
線

を
横
断
す
る
国
道
５１
号
バ
イ
パ
ス
の

整
備
や
土
地
利
用
の
状
況
等
か
ら
、

道
路
整
備
計
画
に
位
置
づ
け
を
す
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問　
令
和
6
年
１
月
１
日
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
で
輪
島
市
に
一
日

も
早
い
普
及
復
興
の
お
祈
り
と
義
援

金
を
贈
り
、
そ
し
て
市
で
は
茨
城
県

か
ら
の
要
請
を
受
け
人
的
支
援
で
職

員
を
現
地
に
派
遣
し
た
。
今
後
の
災

害
に
対
す
る
取
り
組
み
が
検
証
で
き

た
の
か
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
令
和
6
年
１
月
4
日
に
総
務
省
か

潮
来
市
潮
来（
浅
間
下
）

の
市
道
に
つ
い
て

能
登
半
島
地
震
の
検

証
に
つ
い
て

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　鴇
とき
田
た
　正
まさ
信
のぶ

潮
来
市
が
委
託
さ
れ

て
い
る
道
路
の
管
理
に

つ
い
て

市
道（
牛
）４
２
０
１

号
線
道
路
拡
幅
整
備
に

つ
い
て

一
般
質
問

審
議
議
案
と
議
決
結
果

市
議
会
議
長 

新
年
の
あ
い
さ
つ

委
員
会
審
査

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ



令和８年令和８年11月　潮来市議会だより 20月　潮来市議会だより 2011 号 号 1212

問　
県
外
患
者
の
受
入
れ
拒
否
の
噂

が
あ
る
が
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
他
県
の
病
院
か
ら
救
急
受
入
れ
を

拒
否
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
当
市
か

ら
千
葉
県
へ
の
搬
送
実
績
も
多
数
あ

る
。
千
葉
県
側
も
積
極
的
な
受
入
れ

意
思
を
示
し
て
い
る
病
院
が
あ
る
。

再
問　
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
？

答　
大
川
総
務
課
長

　
既
に
複
数
の
患
者
を
受
け
入
れ
て

お
り
、
救
急
隊
が
満
車
の
場
合
に
断

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

問　
搬
送
先
決
定
ま
で
や
搬
送
中
の

救
急
隊
員・救
命
士
の
活
動
内
容
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
搬
送
先
選
定
に
加
え
、
医
師
の
オ

ン
ラ
イ
ン
指
示
の
も
と
、
静
脈
路
確

保
、
点
滴
、
気
道
確
保
な
ど
の
高
度

な
医
療
行
為
を
施
し
て
い
る
。
こ
の

活
動
に
よ
り
、
病
院
到
着
後
の
引
き

継
ぎ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
治
療
開

始
ま
で
の
時
間
を
短
縮
し
、
救
命
率

一般通告質問　気になるQ&A

救
急
隊
は
到
着
後
か
ら

救
命
活
動
し
て
い
る

救
急
搬
送
・
救
命
活
動

の
現
状
に
つ
い
て

り
、
計
画
的
な
整
備
が

可
能
と
な
る
。
ま
た
人

材
確
保
も
柔
軟
に
対
応

で
き
る
。

問　
潮
来
市
水
道
事
業
は
市
・
市
民

の
財
産
で
あ
る
。
資
産
、
負
債
及
び

資
本
は
県
企
業
局
に
無
償
で
引
き
継

が
れ
る
の
が
原
則
。
出
資
金
（
約

１８
億
円
）
の
清
算
等
は
生
じ
な
い
見

込
み
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
？

答　
濵
野
建
設
部
長

　
茨
城
県
に
お
け
る
水
道
事
業
の
経

営
の
一
体
化
に
関
す
る
基
本
協
定
第

７
条
第
２
項
、
資
産
等
は
当
該
水
道

事
業
ご
と
に
区
分
管
理
し
、
他
の
事

業
に
流
用
は
し
な
い
の
で
、
問
題
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

問　
当
市
だ
け
で
は
な
く
独
居
高
齢

者
等
の
増
加
に
伴
う
身
元
引
受
人
確

認
が
搬
送
時
間
増
加
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
が
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
三
次
救
急
病
院
の
不
足
に
加
え
、

独
り
暮
ら
し
の
方
の
受
入
れ
で
身
元

引
受
人
が
い
な
い
場
合
、
時
間
が
か

か
る
こ
と
が
あ
る
。

　
か
か
り
つ
け
情
報
、
身
元
、
家
族

等
の
連
絡
先
な
ど
に
加
え
、
マ
イ
ナ

救
急
（
令
和
７
年
１０
月
１
日
開
始
）

が
利
用
で
き
る
よ
う
、
病
院
名
等
及

び
健
康
保
険
証
と
ひ
も
づ
け
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
準
備
を
周
知
し

て
い
く
。

再
問　
救
急
隊
の
活
動
内
容
を
市
民

に
知
っ
て
も
ら
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　
大
川
総
務
課
長

　
広
報
紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
駆
使
し
、

強
化
し
て
い
く
。

問　
広
域
連
携
を
進
め
る
背
景
と
目

的
、
潮
来
市
が
参
加
す
る
目
的
は
？

答　
濵
野
建
設
部
長

　
背
景
と
目
的
は
人
口
減
少
社
会
を

向
か
え
料
金
収
入
の
減
少
、
施
設
の

老
朽
化
に
よ
る
更
新
費
用
の
増
加
、

技
術
系
職
員
の
不
足
な
ど
に
対
応

し
、
水
道
事
業
の
基
盤
強
化
を
図
る

こ
と
。
基
本
的
な
考
え
は
当
面
は
県

企
業
局
と
参
画
市
町
村
で
経
営
の
一

体
化
（
事
業
運
営
は
現
行
体
制
）
を

行
い
、
長
期
的
に
は
事
業
の
統
合
を

目
指
す
。
参
加
す
る
目
的
は
施
設
の

効
率
的
運
用
、
持
続
的
な
事
業
経

営
、
市
民
の
負
担
軽
減（
将
来
的
な

料
金
上
昇
の
抑
制
）を
図
り
、事
業
を

持
続
可
能
と
す
る
た
め
。

問　

参
画
す
る
と
判
断
し
た
理
由

は
？

答　
濵
野
建
設
部
長

　

令
和
３
年
か
ら
50
年
間
を
想
定

し
、
単
独
経
営
と
広
域
連
携
時
の
料

金
、
維
持
管
理
費
、
更
新
費
を
比
較

し
、
月
20
㎥
当
り
の
料
金
で
最
大

約
１
，０
０
０
円
の
削
減
が
見
込
ま

れ
、
維
持
管
理
費
な
ど
50
年
間
の
総

額
で
約
24
億
円
の
削
減
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
判
断
し
た
。
ま
た
経
営

一
体
化
後
の
令
和
10
年
度
以
降
、

管
路
や
配
水
場
施
設
の
改
築
・
耐
震

化
が
国
の
交
付
金
事
業
の
対
象
と
な

質問者 　兼
かねひら
平　直

なお
紀
き

潮
来
市
水
道
事
業
の

広
域
連
携
に
つ
い
て
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問　
猟
友
会
に
対
し
て
市
の
関
わ
り

方
を
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
奨
励
金
の
交
付

や
わ
な
等
の
購
入
な
ど
活
動
の
支

援
、
そ
の
他
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
会
員
募
集

を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
被
害
に
つ
い
て
通
報
が

あ
っ
た
際
に
は
、
随
時
猟
友
会
と
情

報
を
共
有
し
現
場
確
認
を
行
っ
て
い

る
。

再
問　
捕
獲
す
る
際
に
は
危
険
と
労

力
を
伴
い
、
ま
た
搬
入
や
解
体
場
所

な
ど
の
簡
易
的
な
施
設
を
要
す
る
こ

と
か
ら
豊
富
な
知
識
と
技
術
を
有
す

る
猟
友
会
さ
ん
の
指
導
の
下
、
行
政

が
主
体
的
と
な
っ
て
組
織
・
体
制
作

り
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
が
如
何

か
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
今
後
、
庁
内
で
も
連

携
を
さ
せ
て
頂
き
な
が

ら
研
究
し
、
対
策
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　
R2
年
０
頭
、
R3
年
３
頭
、
R4
年
９

頭
、
R5
年
27
頭
、
R6
年
75
頭
、
R7
年

11
月
現
在
49
頭
が
捕
獲
さ
れ
て
い

る
。

問　

猟
友
会
の
現
状
を
伺
う
。（
人

数
、
平
均
年
齢
等
）

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
猟
友
会
潮
来
支
部
の
会
員
数
は
１３

名
、
平
均
年
齢
は
65
歳
で
あ
る
。

問　

各
種
免
許
（
銃
猟
・
わ
な
猟

等
）
の
取
得
費
用
を
補
助
し
希
望
者

へ
の
支
援
と
取
得
促
進
を
図
っ
て
は

如
何
か
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
県
内
の
状
況
を
踏
ま
え
、
市
民
の

安
全
・
安
心
な
生
活
と
農
業
の
振
興

を
図
る
た
め
、
補
助
制
度
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

再
問　
子
供
や
市
民
の
暮
ら
し
を
脅

か
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
今

般
、
有
志
に
よ
る
議
員
団
11
名
、
幹

部
職
員
2
名
、
行
政
Ｏ
Ｂ
2
名
、
土

地
改
良
区
3
名
、
一
般
市
民
2
名
の

計
20
名
が
取
得
し
た
。
今
後
、
取
得

促
進
を
図
る
意
味
で
免
許
取
得
費
用

の
助
成
を
行
っ
て
頂
け
な
い
か
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
近
隣
自
治
体
等
な
ど
の
動
向
を
踏

ま
え
、
研
究
を
進
め
て
参
り
た
い
。

問　
２
回
目
の
実
証
運
行
中
で
あ
る

が
現
在
ま
で
の
乗
車
実
績
を
伺
う

答　
榊
原
総
務
部
長

　
１０
月
の
実
績
は
運
行
便
数
76
便
、

利
用
者
数
９１
人
、
11
月
は
64
便
、
78

人
で
あ
る
。

再
問　
初
回
の
実
証
運
行
時
は
１
便

当
た
り
３
．４
８
人
で
あ
っ
た
が
今

回
の
減
っ
た
要
因
は
？

答　
河
瀬
企
画
政
策
課
長

　
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
今
後
明
確

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

再
々
問　
高
齢
者
が
多
く
利
用
し
て

い
る
こ
と
か
ら
4
便
目
の
午
後
４
時

45
分
発
、
６
時
30
分
着
を
早
め
3
便

目
後
に
連
続
し
利
便
性
を
図
っ
て
は

如
何
か
。

答　
河
瀬
企
画
政
策
課
長

　
現
段
階
で
は
実
証
中
の
変
更
は
で

き
な
い
。

問　
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
使
用
状
況

を
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
１０
月
は
利
用
者
数
９１
人
中
、
38
件

41.7
％
、
11
月
は
78
人
中
、
55
件
70.5
％

で
あ
っ
た
。

問　

前
年
度
年
額
４
３
，２
０
０
円

か
ら
２
４
，０
０
０
円
に
減
額
さ
れ

た
が
、
利
用
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
意

見
が
あ
っ
た
か
伺
う
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
見
直
し
後
、
使
用
方
法
の
一
部
変

更
に
つ
い
て
問
合
せ
が
あ
っ
た
が
ス

ム
ー
ズ
な
対
応
が
図
れ
て
い
る
。

問　
減
額
さ
れ
た
分
利
用
額
が
減
っ

て
い
な
い
か
伺
う
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
１０
月
分
の
実
績
で
は
微
増
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
の
動
向
等
に
つ
い
て

注
視
し
て
い
く
。

問　
来
年
度
は
、
今
年
度
下
期
同
様

の
方
針
で
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
引
き
続
き
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握

や
本
事
業
の
周
知
に
努
め
、
運
転
免

許
証
を
持
た
な
い
高
齢
者
の
外
出
支

援
及
び
社
会
参
加
の
促
進
が
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
参
る
。

問　
過
去
５
年
の
捕
獲
数
を
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　黒
くろ
須
す
　俊
とし
行
ゆき

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

実
証
運
行
に
つ
い
て

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利

用
料
金
助
成
事
業
に
つ

い
て

イ
ノ
シ
シ
対
策
に

つ
い
て

一
般
質
問

審
議
議
案
と
議
決
結
果

市
議
会
議
長 

新
年
の
あ
い
さ
つ

委
員
会
審
査

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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通
も
完
璧
で
は
な
い
の

で
必
要
だ
と
言
う
こ

と
で
し
た
。
ス
タ
ー
ト

す
る
の
に
二
の
足
を
踏

む
の
が
車
両
の
購
入
代

金
。
こ
こ
で
も
し
半
分
で
も
補
助
し

た
ら
創
業
し
て
く
れ
る
方
も
増
え
る

の
で
は
？

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
買
物
弱
者
の
声
を
拾
っ
て
い
く
事

は
重
要
。
買
物
弱
者
の
方
に
お
声
を

聞
く
よ
う
な
姿
勢
で
取
り
組
み
た

い
。
補
助
の
部
分
は
今
既
存
の
創
業

支
援
事
業
補
助
が
あ
る
。
や
は
り
雇

用
の
促
進
だ
っ
た
り
就
労
支
援
で
事

業
者
支
援
の
視
点
と
、
あ
と
福
祉
的

な
支
援
と
か
生
活
者
支
援
と
い
う
よ

う
な
、
総
合
的
な
考
え
方
を
し
っ
か

り
持
ち
な
が
ら
関
係
課
と
連
携
し
な

が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
前
々
回
、
前
回
と
昼
間
で
も
交

差
点
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
電
子
案

内
表
示
板
を
設
置
し
て
は
と
提
案
し

ま
し
た
が
ど
う
か
？

答　
濵
野
建
設
部
長

　
昼
夜
間
に
発
光
す
る
誘
導
標
を
備

え
た
標
識
２
枚
を
設
置
し
道
路
に
も

交
差
点
注
意
の
路
面
標
示
を
２
か
所

設
置
し
た
。

問　
前
回
の
定
例
会
で
災
害
時
に
安

否
確
認
を
知
ら
せ
る
黄
色
い
小
旗
を

提
案
し
た
が
そ
の
後
ど
う
か
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
前
定
例
会
で
の
ご
提
案
を
受
け
所

管
事
務
局
と
し
て
区
長
会
等
で
の
先

進
事
例
の
調
査
を
始
め
、
市
内
で
の

実
践
を
視
野
に
し
た
検
討
を
進
め
た

段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
で
自
治
体
は
税

収
を
増
や
す
事
が
出
来
る
。
中
間
支

援
業
者
が
行
っ
て
い
る
体
制
か
ら
地

域
起
こ
し
協
力
隊
を
主
と
し
た
体
制

つ
く
っ
て
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
中
間
支
援
業
者
に
多
岐
に
わ
た
る

業
務
を
委
託
し
て
い
る
の
で
協
力
隊

を
主
と
し
た
体
制
に
移
行
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
し
か
し
納
税
魅
力
向
上

の
た
め
に
必
要
で
あ
る
の
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

問　
潮
来
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
良

い
物
も
あ
る
。
人
気
商
品
の
中
身
の

容
量
変
え
た
り
、
訳
あ
り
商
品
を
追

加
し
た
り
、
人
気
の
な
い
商
品
を
合

体
さ
せ
複
合
セ
ッ
ト
を
作
っ
て
寄
附

者
が
市
に
寄
附
し
た
い
気
持
ち
が
強

く
な
る
様
に
し
て
は
？
ま
た
企
画
政

策
課
だ
け
で
な
く
他
の
課
で
も
協
力

隊
を
導
入
し
て
市
の
色
々
な
魅
力
の

発
信
や
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
等

を
市
と
一
緒
に
や
っ
て
い
け
ば
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
今
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

担
当
者
の
ほ
う
で
し
っ
か
り
と
や
っ

て
い
く
。

　
協
力
隊
の
導
入
に
関
し
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
で
潮
来
市
の
魅
力
の
発

信
、
掘
り
起
こ
し
、
返
礼
品
の
品
数

を
増
や
す
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て

協
力
隊
の
可
能
性
が
あ
る
の
か
庁
内

全
体
で
連
携
を
し
な
が
ら
募
集
に
向

け
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
６
月
定
例
会
で
移
動
ス
ー
パ
ー

を
し
て
く
れ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
募
集
し
て
起
業
支
援
し
て
は
と
、

質
問
し
た
が
そ
の
後
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
協
力
隊
が
移
動
ス
ー
パ
ー
を
専
業

に
担
う
場
合
、
自
立
す
る
に
は
課
題

点
が
多
い
。
現
在
、
導
入
に
は
至
っ

て
な
い
が
協
力
隊
の
方
々
の
持
つ

ビ
ジ
ョ
ン
、
我
々
と
し
て
の
思
い
が

結
び
つ
く
中
で
隊
員
が
潮
来
で
自
分

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
展
開
で
き
る
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
た

い
。

問　
移
動
ス
ー
パ
ー
を
営
業
す
る
場

合
に
最
初
の
ス
タ
ー
ト
に
経
費
が
か

か
る
。
市
で
補
助
し
て
参
入
し
や
す

く
し
て
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
支
援
策
は
、
既
に
起
業
支
援
や
創

業
支
援
と
い
っ
た
視
点
で
の
国
や

県
、
市
の
支
援
制
度
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
そ
れ
ら
の
活
用
に
よ
っ

て
支
援
を
考
え
て
参
り
た
い
。

再
問　
稲
敷
市
で
は
移
動
ス
ー
パ
ー

の
車
両
と
レ
ジ
の
購
入
を
全
額
補
助

し
て
い
る
。
稲
敷
市
も
広
く
公
共
交

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　阿
あ べ
部　慶

けいすけ
介

日
の
出
5
丁
目
交
差
点

の
危
険
な
状
態
改
善
は
？

ふ
る
さ
と
納
税
の
売
上
倍

増
し
て
税
収
を
ふ
や
す
！

買
物
弱
者
に
支
援
を
！
移

動
ス
ー
パ
ー
は
絶
対
必
要
！

防
災
訓
練
の
大
切
さ
を
市

民
の
皆
様
に
！
に
つ
い
て
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再
々
問　
8
月
26
日
の
説
明
会
で
は
、

資
料
の
配
布
も
な
く
行
わ
れ
た
。
今

後
も
っ
と
住
民
に
対
し
て
丁
寧
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
こ
の
間
、
説
明
す
る
機
会
が
具
体

的
な
動
き
が
な
い
た
め
な
か
っ
た
。

１２
月
１８
日
以
降
の
懇
談
の
場
で
皆
様

か
ら
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
承
り
た

い
。

問　
な
ぜ
津
知
小
に
こ
だ
わ
り
、
旧

八
代
小
の
売
却
と
矢
継
ぎ
早
に
進
ん

だ
の
か
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
売
却
に
つ
い
て
特
に

事
情
は
な
い
。

て
く
れ
と
い
え
ば
考
え
て
く
れ
る
と

思
う
。
保
健
所
は
違
う
と
こ
ろ
を
探

し
て
欲
し
い
。
も
う
一
度
移
転
変
更

の
考
え
が
あ
る
か
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
現
時
点
で
市
と
し
て
変
更
の
考
え

は
無
い
。

問　
令
和
6
年
3
月
20
日
、
8
月
26

日
の
移
転
説
明
で
地
元
住
民
の
理
解

を
得
ら
れ
て
い
た
か
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
地
元
住
民
と
の
相
互
理
解
を
深
め

た
と
認
識
し
て
い
る
。

再
問　
地
元
住
民
の
方
や
津
知
小
統

合
準
備
委
員
会
の
方
に
聞
い
た
と
こ

ろ
、
知
ら
な
い
う
ち
に
土
地
の
測
量

等
の
作
業
が
進
ん
で
い
た
と
の
こ
と

だ
が
い
か
が
か
。

答　
塙
教
育
長

　
経
緯
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
お
り
で
あ

る
。
説
明
会
の
と
き
は
総
務
部
長
で

あ
り
、
教
育
長
と
し
て
の
答
弁
は
差

し
控
え
る
。

　
市
長
は
県
知
事
が
津
知
小
に
決
め

た
と
の
こ
と
。
と
こ
ろ
が
、
知
事
は

市
が
決
定
し
た
と
の
こ
と
。

問　
提
案
し
た
旧
八
代
小
、
旧
大
生

原
小
、
旧
牛
堀
町
民
プ
ー
ル
跡
地
が

適
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
理
由
を
伺

う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
県
と
し
て
旧
八
代
小
と
プ
ー
ル
跡

地
は
付
近
に
河
川
・
水
路
が
あ
る
た

め
、
旧
大
生
原
小
は
県
道
側
斜
面
が

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
た
め
と
伺
っ

て
い
る
。

再
問　
浸
水
想
定
地
域
に
あ
る
八
代

小
跡
地
を
民
間
病
院
に
売
却
し
た

が
、
保
健
所
は
だ
め
で
、
病
院
な
ら

ば
よ
い
の
か
伺
う
。

答　
庄
司
副
市
長

　
病
院
誘
致
の
話
は
別
も
の
。
民
間

企
業
の
判
断
で
あ
る
の
で
、
こ
の
場

で
答
え
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

問　
津
知
小
を
改
め
て
提
案
し
た
理

由
を
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
保
健
所
が
引
き
続
き
市
内
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
津
知
小
と

潮
来
工
業
団
地
入
口
緑
地
を
追
加
提

案
し
た
。

再
問　
病
院
の
誘
致
募
集
が
3
月
27

日
に
あ
り
、
4
月
１０
日
に
は
新
聞
報

道
で
決
定
。
何
か
予
定
通
り
の
計
画

で
進
め
て
き
た
の
で
は
と
の
憶
測
を

感
じ
る
が
い
か
が
な
も
の
か
。

答　
庄
司
副
市
長

　
保
健
所
移
転
と
病
院
誘
致
は
別
物

と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

再
々
問　

津
知
小
学
校
（
津
知
地
区

は
潮
来
市
6
キ
ロ
の
中
心
地
）
は
、

第
1
期
潮
来
市
学
校
適
正
化
計
画

で
、
統
合
中
学
校
建
設
予
定
地
に
も

な
っ
た
大
事
な
6
町
5
反
歩
も
あ
る

も
っ
た
い
な
い
土
地
。

　
既
存
学
校
を
直
し
な
が
ら
使
う
。

今
後
何
年
も
た
す
の
か
？
ど
こ
か
に

作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学
校
。

　
知
事
は
潮
来
市
は
も
う
一
回
考
え

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　田
た
 崎
さき
  　清

きよし

潮
来
保
健
所
移
転
に
つ

い
て
、
津
知
小
へ
の
移
転

の
経
緯
に
つ
い
て

一
般
質
問

審
議
議
案
と
議
決
結
果

市
議
会
議
長 

新
年
の
あ
い
さ
つ

委
員
会
審
査

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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室
等
が
35
～
40
平
米
あ

る
た
め
、
こ
れ
を
利
用

す
る
と
七
室
確
保
出
来

る
。

再
々
問　
無
理
に
詰
め
て
既
存
中
学

校
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

第
1
期
潮
来
市
学
校
適
正
化
計
画

で
は
中
心
地
に
（
統
合
中
学
校
新
設

を
）
考
え
て
い
る
と
あ
っ
た
。
し
か

し
津
知
小
学
校
を
保
健
所
に
売
っ
た

所
か
ら
様
子
が
お
か
し
く
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
保
健
所
の
移
転
に
関
す
る
こ
と
と

学
校
の
統
合
は
別
次
元
の
問
題
と
考

え
て
い
る
。

質問者 　吉
よし
川
かわ
　利

り
一
いち

一般通告質問　気になるQ&A

問　
今
か
ら
４
年
後
、
統
合
時
に
は

1
学
年
5
ク
ラ
ス
、
更
に
特
別
学
級

も
必
要
に
な
る
。

　
受
け
入
れ
る
だ
け
の
教
室
が
あ
る

と
は
思
え
な
い
。
市
の
考
え
を
伺

う
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
統
一
中
学
校
に
必
要
な
教
室
の
規

模
と
し
て
普
通
教
室
15
か
ら
16
教

室
、
特
別
支
援
教
室
4
か
ら
5
教
室

と
考
え
て
い
る
。
空
き
教
室
を
改
修

す
れ
ば
十
分
な
教
室
数
を
確
保
で
き

る
。

再
問　
1
学
年
あ
た
り
5
ク
ラ
ス
必

要
に
な
る
。
二
中
で
5
ク
ラ
ス
確
保

し
て
も
、
さ
ら
に
特
別
支
援
教
室
を

各
学
年
2
ク
ラ
ス
は
設
け
る
必
要
が

あ
る
。
確
保
出
来
る
の
か
。

答　
永
山
学
校
教
育
課
長

　
吉
川
議
員
の
言
う
通
り
普
通
教
室

合
計
16
教
室
は
確
保
で
き
る
。
特
別

支
援
教
室
に
つ
い
て
は
一
室
８
人
以

下
と
な
る
が
、
既
存
の
教
室
に
加
え

相
談
室
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
令
和
3
年
に
潮
来
市
は
バ
ス
月
額

利
用
料
金
を
三
千
円
か
ら
千
円
に
し

た
。

　
令
和
8
年
の
通
学
バ
ス
運
行
経
費

は
年
間
２
，１
５
８
万
円
を
見
込
ん

で
お
り
、
そ
の
う
ち
家
庭
の
負
担

は
86
万
9
千
円
で
あ
り
、
支
出
の
約

96
％
以
上
を
市
が
補
助
し
て
い
る
と

も
考
え
ら
れ
る
。

再
々
問　
バ
ス
1
台
あ
た
り
６
１
９

万
千
円
ほ
ど
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。

バ
ス
運
営
に
お
い
て
潮
来
市
の
負
担

は
ほ
ぼ
無
い
は
ず
だ
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
受
益
者
負
担
と
い
う
名
目

で
保
護
者
が
負
担
を
す
る
の
で
は
す

み
づ
ら
い
街
に
な
る
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
普
通
交
付
税
の
措
置
は
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
購
入
し
た
場
合
の
も
の
で

あ
る
。

答　
原
市
長

　
公
平
性
の
観
点
か
ら
受
益
者
負
担

と
し
て
い
く
ら
か
で
も
も
ら
う
の
が

公
平
な
考
え
方
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　
学
校
教
育
法
第
5
条
に
は
学
校

設
置
者
は
学
校
を
管
理
し
経
費
を
負

担
す
る
と
明
記
し
て
あ
る
。
通
学
費

は
学
校
管
理
運
営
者
で
あ
る
市
が
負

担
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
コ
ロ
ナ
禍
や
人
口
減
少
に
よ
り
計

画
の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
第
2

期
潮
来
市
学
校
適
正
化
計
画
で
は
既

存
中
学
校
施
設
を
利
活
用
す
る
計
画

に
見
直
し
た
。
牛
堀
地
区
の
児
童
・

生
徒
に
は
、
一
定
の
ご
負
担
を
強
い

る
こ
と
に
な
る
が
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

再
問　
通
学
費
を
取
っ
て
い
る
の
は

茨
城
44
市
町
村
の
う
ち
8
市
町
村
し

か
な
い
。
近
隣
で
は
行
方
と
潮
来
し

か
な
い
。
千
円
で
も
負
担
を
か
け
る

の
は
住
み
づ
ら
い
街
で
は
な
い
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

学
校
統
廃
合
お
よ
び

潮
来
市
立
中
学
校
の
選

定
等
に
つ
い
て
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こ
れ
ま
で
は
企
画
部
署
に
限
定
さ

れ
た
制
度
の
活
用
で
あ
っ
た
が
、
各

分
野
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
よ

う
、
観
光
商
工
、
農
産
業
、
地
域
部

活
動
、
高
大
連
携
、
水
辺
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
食
文
化
の
開
発
、
発

信
な
ど
部
課
を
超
え
横
断
的
に
隊
員

の
募
集
を
行
っ
て
い
く
。

問　
多
年
に
わ
た
り
地
域
か
ら
要
望

が
上
が
っ
て
い
る
が
、
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
本
年
度
も
潮
来
地
区
区
長
会
、
若

連
頭
會
、
並
び
に
関
係
３
団
体
か
ら

の
要
望
書
を
受
け
、
市
と
し
て
も
東

電
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
事
業
者

と
年
内
（
２
０
２
５
）

に
も
移
設
の
協
議
を
進

め
る
。

環
境
課
ま
た
は
河
川
管
理
者
へ
、
農

業
用
水
路
な
ど
は
市
農
政
課
ま
た
は

各
土
地
改
良
区
へ
連
絡
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
基
本
的

考
え
と
し
て
、
隊
員
は
協
力
す
る
側

で
あ
り
、
本
隊
は
市
民
、
地
域
で
あ

る
こ
と
、
そ
の
両
者
が
円
滑
に
活

動
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
行
政
が
担

う
。
そ
こ
で
は
じ
め
て
本
制
度
が
活

き
る
。
間
違
っ
て
い
る
か
。

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
同
様
に
捉
え
て
い
る
。
隊
員
が
地

域
の
方
と
共
に
活
躍
し
や
す
い
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
具
体
的
に
今
後
の
展
開
は
？

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

問　
老
朽
化
対
策
が
課
題
で
あ
る
が

市
と
し
て
の
方
針
、
計
画
を
問
う
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
総
合
計
画
、
教
育
振
興
基
本
計
画

に
基
づ
き
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
検
討

し
て
い
く
。
令
和
６
年
度
に
お
い
て

は
６
次
産
業
工
場
を
併
設
し
た
施
設

の
先
進
地
視
察
を
行
っ
た
。

問　
複
数
の
自
治
体
で
共
同
の
施
設

の
活
用
や
近
隣
と
の
連
携
も
考
え
て

は
ど
う
か
。

答　
永
山
学
校
教
育
課
長

　
コ
ス
ト
面
、
安
定
供
給
の
面
か
ら
も

有
効
と
捉
え
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
整
備
に
か
か
る
財
源
の
確
保
は
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
国
県
の
交
付
金
の
活
用
、
さ
ら
に
他

の
用
途
も
備
え
た
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ

の
内
容
に
即
し
た
助
成
制
度
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
検
討
し
て
い
る
。

問　
「
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
基
金
」

の
積
立
て
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
セ
ン
タ
ー
整
備
の
方
向
が
定
ま
り

次
第
、
現
行
の
公
共
施
設
整
備
基
金

に
お
い
て
計
画
的
に
積
立
て
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

問　
計
画
策
定
か
ら
実
働
ま
で
数
年

の
期
間
を
要
す
る
。
そ
れ
ま
で
現
状

の
施
設
で
維
持
で
き
る
の
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
古
い
施
設
で
は
あ
る
が
適
宜
、
修

繕
等
を
行
い
安
心
安
全
な
給
食
を
提

供
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
食

の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
く
。

問　
特
定
外
来
生
物
「
ナ
ガ
エ
ツ
ル

ノ
ゲ
イ
ト
ウ
」
の
被
害
が
拡
大
し
て

い
る
。
潮
来
市
の
被
害
状
況
と
対
策

を
問
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
北
斎
公
園
付
近
、
潮
来
港
、
谷
原

桶
門
、
白
鳥
飛
来
地
、
前
川(

出
島

橋
、
前
川
橋
付
近)
、
夜
越
川
河
口

付
近
に
繁
茂
を
確
認
。
水
田
へ
の

対
策
と
し
て
、
侵
入
防
止
フ
ェ
ン
ス

を
設
置
し
侵
入
防
止
対
策
を
行
っ
て

い
る
。
水
際
で
の
食
い
止
め
が
重
要

と
な
る
た
め
河
川
管
理
者
と
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

問　
市
民
の
方
が
発
見
等
し
た
場
合

の
対
処
法
は
？

答　
草
野
農
政
課
長

　
河
川
内
で
の
作
業
は
非
常
に
危
険

で
あ
り
、
ま
た
繁
殖
力
が
強
く
拡
散

の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
河
川
は
市

一般通告質問　気になるQ&A

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

水
辺
の
環
境
保
全
に

つ
い
て

潮
来
駅
周
辺
の
電
線

嵩
上
げ
に
つ
い
て

質問者 　飯
いいじま
島　康

やすひろ
弘

市HP
注意喚起

ナガエツルノゲイトウ

潮
来
市
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
お
こ
し
に
つ
い
て

一
般
質
問

審
議
議
案
と
議
決
結
果

市
議
会
議
長 

新
年
の
あ
い
さ
つ

委
員
会
審
査

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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仕
組
み
を
整
え
る
こ
と

は
大
変
重
要
な
視
点
だ

と
捉
え
て
い
る
。
一
過

性
の
も
の
だ
け
で
な

く
、
定
期
的
な
来
訪
の
き
っ
か
け
を

つ
く
り
、
の
ど
か
で
自
然
豊
か
な
生

活
空
間
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
も
関

係
人
口
の
創
出
か
ら
移
住
の
可
能
性

に
期
待
が
持
て
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
現
在
、
国
で
は
制
度
内
容
を
調

整
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
年
度
内

に
制
度
設
計
及
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
と
公
表
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
国
の
動
向
に
注
視
し
な
が

ら
、
ふ
る
さ
と
を
軸
と
し
、
関
係
性

が
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
取
組
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

目
撃
が
61
件
、
捕
獲
が
１
２
４
頭
、

鹿
嶋
市
は
目
撃
が
59
件
、
捕
獲
が
62

頭
、
神
栖
市
は
目
撃
が
１
０
２
件
、

捕
獲
は
ゼ
ロ
頭
で
あ
る
。

　
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
イ
ノ
シ

シ
が
隠
れ
ら
れ
る
場
所
や
餌
を
減
ら

す
こ
と
が
効
果
的
な
た
め
、
侵
入
路

と
な
る
箇
所
の
草
刈
り
や
畑
へ
の

残
渣
を
残
さ
な
い
こ
と
な
ど
市
民
の

皆
様
へ
周
知
を
し
て
い
る
。
広
報
に

つ
い
て
は
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
区
長
回
覧
、
看
板
の
設
置
な
ど

注
意
喚
起
に
努
め
て
い
る
。

　

農
作
物
被
害
防
止
対
策
と
し
て

は
、
電
気
柵
で
の
防
除
を
奨
励
し
て

い
る
。
市
民
の
皆
様
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
電
気
柵
設
置
に
対

す
る
費
用
補
助
の
増
額
等
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

問　
賑
わ
い
創
出
の
た
め
「
観
光
施

設
」
の
検
討
は
？

答　
原
市
長

　
あ
や
め
園
を
中
心
と
し
た
観
光
振

興
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
っ
て
い

る
。
常
駐
し
た
方
が
、
年
間
を
通
し

て
管
理
・
案
内
す
る
と
い
う
状
態
が

つ
く
れ
れ
ば
一
番
理
想
的
な
形
だ
ろ

う
と
思
う
。
３
年
ほ
ど
前
に
施
設
整

備
を
国
に
提
案
し
、
補
助
金
獲
得
に

向
か
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
採
択
に

至
ら
な
か
っ
た
。
今
は
止
ま
っ
て
い

る
が
、
も
う
一
度
し
っ
か
り
と
提
案

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
施
設
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問　
本
市
の
今
後
の
取
り
組
み
の
見

解
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
に
つ
い

て
は
、
関
係
人
口
の
規
模
や
地
域
と

の
関
係
性
を
可
視
化
し
、
地
域
の
担

い
手
の
確
保
や
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
と
し

て
は
、
地
域
活
性
化
を
高
め
る
た
め

に
多
様
な
方
々
が
継
続
し
て
地
域
に

関
わ
り
、
交
流
し
続
け
ら
れ
る
よ
う

問　
不
用
品
回
収
と
展
示
即
売
の
検

討
は
？

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
市
が
直
接
不
用
品
を
回
収
し
展
示

販
売
を
実
施
す
る
と
な
る
と
、
保
管

施
設
や
回
収
の
費
用
、
販
売
後
の
ト

ラ
ブ
ル
等
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
近
隣
自
治
体
が
実
施
し

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
プ
リ
を

運
営
し
て
い
る
業
者
と
提
携
し
、
個

人
間
の
取
引
を
案
内
す
る
こ
と
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
状
況
と
被
害

対
策
の
取
り
組
み
は
？

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
令
和
７
年
11
月
30
日
現
在
で
、
目

撃
が
１
２
８
件
、
捕
獲
は
49
頭
で
あ

る
。
近
隣
市
の
状
況
は
、
11
月
30
日

現
在
、
行
方
市
は
目
撃
が
１
２
２

件
、
捕
獲
が
３
３
６
頭
、
鉾
田
市
は

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　平
ひら
田
た
　健
けんぞう
三

粗
大
ご
み
削
減
と
再

利
用
の
推
進
を
！

農
作
物
被
害
と
補
助

事
業
の
対
策
を
急
げ
！

財
源
確
保
の
た
め「
あ

や
め
基
金
」を
提
案
！

「
ふ
る
さ
と
住
民
登

録
制
度
」
の
取
り
組
み

推
進
を
！
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問　�学校給食費の高騰分について、年間を通じた
調整はどのように行っているのか。また、再
見積もりを行っても調整がつかない場合はど
のように対応しているのか。

答　�米については年間契約としており、その他の
食材についてはその都度見積もり合わせを
行っている。直近では全体で約3.3％の増加
となっており、8月までは予算の流用により
対応した。下半期については、米飯給食分で
約215万円、その他の食材で約4％の増加を
見込んでいる。再度見積もりを取得し見積も
り合わせを行うが、献立作成後であるため調
整がつかない場合もある。

問　�一般廃棄物処理施設整備基金繰入金として
2,700万円が計上されており、令和6年度決算
では基金残高が約5億4千万円である。今後、工
事費の増大が想定される中で、基金残高は減少
していくと考えられるが、将来を見据えて安定的
に維持できる基金であるのか。また、全体的な
財政運営に不安はないのか伺う。

答　�一般廃棄物処理施設整備基金については現時
点では一定額を確保しているが、令和8年8月ま
でにごみ処理施設の方向性を定めることとしてお
り、施設を新たに整備するのか、あるいは他市
町村と連携して処理するのかは、現段階では決
定していない。そのため、現在はおおむね5億
円を維持している状況である。基金を5億円程
度保有している場合、事業費の約75％について
起債を活用することができるので、今は20億円
規模の整備を行うだけの基金を保有しているこ
とになる。しかしながら、令和8年8月に方向性
が定まらない限り、基金規模の妥当性について
は現時点で判断することは難しいと考えている。

12月15・16日に開催しました委員会の審議
結果を議会最終日に各委員長が報告しました

総務建設委員会

 所管に関する質問
問　�須賀曲松地区における通学路について、高速
道路工事期間中の対応はどのようになってい
るのか。また、より安全なルートの確保や、
来年度以降に側道は整備されるのか伺う。

答　�令和8年度の工事完成までは、現行の歩道橋
を利用して対応する。これまで国道を通らな
い通学ルートであったが、都市建設課と協議
し、学校とも確認しながら対応している。今
後については、高速道路の脇に歩道橋が整備
される予定であり、より安全な通学環境が確
保される見込みである。

問　�県立中高一貫校の設置や学校再編により、今
後統合が進む場合、事前の協議は行われてい
るのか。

答　�現時点では具体的な協議は行われていない。
今後、正式にそうした動きがあった場合に
は、内容を踏まえて検討していく考えである。

問　�防犯カメラの死角となる場所にごみを不法投
棄する事例が見られるが、新たな防犯カメラ
の設置予定はあるのか。

答　�まずは現在設置している防犯カメラの状況を
確認する。その上で、必要に応じて設置場所
の見直しや再設置を検討していく。

付託された案件
　条例改正　３件、補正予算　２件
　そ の 他　１件、請　　願　１件

 主な質疑
令和7年度潮来市一般会計補正予算（第3号）
〔所管科目〕

 主な質疑
令和7年度潮来市一般会計補正予算（第3号）
［所管科目］

委員会審査

 所管に関する質問
問　�潮来インター周辺開発事業の進捗について伺う。
答　�「潮来市総合運動公園あり方検討業務」とし
て、公園整備の具体化を進めている。9月30
日と11月30日に市民参加のワークショップ
を2回開催し、誰もが利用しやすい公園とす
るため、個人意見の聴取やグループ討議を実
施した。これらの意見を踏まえてイメージ図
を作成し、2月頃に市ホームページで公表す
る予定である。

付託された案件
　条例改正　３件、補正予算　１件

12/15 教育福祉経済委員会12/16

審
議
議
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編
集
後
記

　
議
会
だ
よ
り
「
み
ら
い
」
を
お
読
み
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
12
月

定
例
議
会
の
様
子
を
市
民
の
皆
様
に
知
っ

て
い
た
だ
け
た
事
を
潮
来
市
議
員
と
し
て

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
議
会
で
は
、
市
民

の
皆
様
の
声
を
行
政
執
行
部
に
届
け
る
た

め
、
ま
た
行
政
執
行
部
の
考
え
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
議
論
を
交
わ
し
て
お
り
ま

す
。

　
潮
来
市
市
民
の
考
え
と
行
政
の
考
え
が

同
じ
方
向
に
向
か
う
よ
う
、
議
員
は
議
論

に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
お

力
添
え
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
堅
い
話
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
牛
堀
の
水

郷
北
斎
公
園
で
は
さ
え
わ
た
る
冬
空
の

下
、
美
し
い
霞
ヶ
浦
と
つ
く
ば
山
を
望
む

事
が
で
き
ま
す
。
晴
れ
た
休
日
に
お
散
歩

す
る
、と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

広
報
編
集
副
委
員
長
　
吉
川
　
利
一

総務建設委員会　視察研修レポート
　公共交通の充実に向けた先進事例として、住民の移動交通手段確保と
地域交通の持続性を両立する取り組みについて研修して参りました。
　取り組みのひとつとして500円タクシーにおける財政面は、令和6年
度の町負担は1人あたり824円、総額344.3万円。令和7年度は利用増
により730万円を計上し、事業継続と財政見通しの両立が課題です。次
に、運営面ではタクシー事業者を2社から3社へ拡大し予約の取りづらさ
を緩和。混雑時間帯を対象外とするなど事業者の経営に配慮し、結果と
して売上は約1.5倍に増加し地域経済にも効果が見られました。
　政策面では、高齢者に限定せず移動困難者全般を対象とし、本人確認
方法の工夫で不正利用を抑制。循環バスは駅・観光地連携、500円タク
シーは日常の移動支援と役割分担し、地域交通全体を最適化しています。
　当市とは地理条件が異なるものの、複数の移動手段を組み合わせ、生
活動線に合わせて最適化する考え方は大いに参考となります。財政管
理、事業者との協働、対象者設定と確認方法などの知見を踏まえ、潮来
市の高齢者タクシー料金助成事業の検討に活かし、持続可能で使いやす
い移動支援の実現を目指して参ります。

▪視 察 先　
　茨城県大洗町
▪視 察 日　
　令和7年11月11日
▪目　　的　�
　大洗町500円タクシー
　運行事業について

教育福祉経済委員会　視察研修レポート
【視察先⑴　糸魚川市】
　保育園・幼稚園・学校の現状や配置、令和6年度策定の「第3期子ども
一貫教育基本計画」の経緯、これまでの成果と課題について説明を受け
ました。年齢や施設の垣根を越えて学びと支援をつなぐ仕組みにより、
発達段階に応じた切れ目ない支援、教育相談の充実が図られている点が
印象的でした。一方で、取組の周知強化や将来的な学校統合の検討な
ど、地域と丁寧に対話を重ねる重要性も共有。意見交換では多くの質問
が出され、本市の教育行政に生かせる示唆を得ました。
【視察先⑵　飯綱町】
　少子高齢化に伴う小学校の統合（4校から2校）を受け、平成27年に
住民と協働で廃校利活用を検討するプロジェクトチームが発足。旧三水
第二小学校（いいづなコネクトEAST）と旧牟礼西小学校（いいづなコ
ネクトWEST）を見学し、地域交流、起業支援、子育て支援など多目的
に活用されている実例を学びました。運営体制や収支の考え方、地域団
体との連携の進め方は、潮来市での廃校利活用の検討に大きな示唆を与
えるものでした。
　今回の視察を通じ、子どもへの切れ目ない支援と、地域資源を活かし
た柔軟な施設活用の重要性を再確認。得られた知見を基に、より良い教
育環境づくりと活力あるまちづくりに取り組んで参ります。

▪視 察 先　
　⑴新潟県糸魚川市
　⑵長野県飯綱町
▪視 察 日　
　令和7年10月6～7日
▪目　　的　�
　⑴ 0 歳から18歳までの
　　子ども一貫教育
　⑵廃校活用とまちづくり


